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タテとヨコのかぎをいれて A～Ｆの文字を並べてね！
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 1. 勉強もスポーツもできること。そんな人に憧れます
 7. 地名の一つ。学びの杜ののいち  カレードはここの４丁

目にあります
 8. 11 月に漁解禁！食べるときはみんな無言に…
10. 早く帰りたい。テストで悪い点をとったときにはこれ
12. にぎわいの里ののいち カミーノにある市民活動セン

ター。PRキャラクターは○○○ちゃんです
13. 面倒をみること
15. 襟や袖につくと大変な〇〇汚れ
 16. 大変で重要な出来事
 18. 例えば、ねぎ、しょうが、わさび。これがあると料理

が一味変わります
21. 考え方が固くて融通が利かない人を言う言葉
23. 積めば積むほど一人前になります
24. 物事の初歩や入門の意味

 1.  11 月 3日は祝日です。さてなんの日？
 2. このお肉を使った代表的なメニューはかつ丼
 3. 明治時代の野々市の偉人、藤村〇〇〇氏は電気の普及

に尽力しました
 4. 日が暮れて夜になりかけの時間を指す言葉
 5. 同じ氏神を信仰している人々のこと
 6. 「〇前」「凄〇」「〇利き」共通する言葉は？
 9. 荷物を載せた台車を馬が引っ張る乗り物 
11. 動物にはなく、人間にだけあるといわれています
14. 千枚田や朝市が有名な能登半島北部の市
16. 四文字熟語「意味深長」を略していうと？
17. あるものを他のものに変えること
19. ことわざ「色気より〇〇〇」
20. 三色の毛を持つ猫
22. 野々市市出身のアニメ監督米林さんのニックネーム。

おっとりしていて貴族のような姿から名付けられたそ
うです。
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【先月号（広報野々市 10月号）のクロスワードの答え：ハロウィーン】

締め切り　11月 23日（月・祝）（消印有効）

正解者の中から抽選で１人
に、非常食３種類（にぎら
ずにできるおにぎり・チョ
コパン・米粉でつくったカ
レーうどん）をプレゼント。

vol.14

正解者の中から抽選で１人

家庭での備蓄にぴったり！

         　「Remember, remember, the 
fi fth of November （思い出そ
う、思い出そう、11月の５日を）」
　イギリス人なら誰もが知っ
ているこの童謡の歌詞を、この
時期になるとふと思い出しま
す。その日に何があるのかとい

うと、イギリスの行事「ボンファイア・ナイト」（か
がり火の夜）です。
　毎年、街頭で大きなかがり火を燃やし、盛大な花
火を打ち上げて祝います。11 月という寒い時期に
花火を打ち上げるのは、日本との大きな違いです
ね。そして、「ガイ」というわら人形とパレードをし、
その人形を火の中へ放り込むこともあります。これ
は、500 年前に実在していたガイ・フォークスと
いう人物を表しますが、なぜ彼は毎年火あぶりにさ

れるほど嫌われるようになったのでしょうか。
　それは、お祭りがもともと始まった理由である
1615 年イギリスで起きた「火薬陰謀事件」にあり
ます。当時のイギリス国王に対して反感を持ってい
た数人の陰謀者が、ロンドンにある国会議事堂を大
量の火薬で爆破しようとした事件です。結果として、
地下室に仕掛けてあった火薬の樽が見つかり、犯人
の一人であったガイ・フォークスが捕まったことで、
計画は見事に失敗しました。以降、陰謀の失敗を祝
う「ボンファイア・ナイト」が行われてきたとされ
ています。
　ちなみに、日本でも聞く「タフガイ」などの言葉
に出てくる英語の「ガイ」（男を意味する俗語）は、
この話のガイ・フォークスに由来しています。「火
薬陰謀事件」は失敗に終わりましたが、日々使われ
る言葉に名前が残りましたね。

国際交流員（CIR）は、市役所に勤務し、まちの国際化の推進に取り組んでいます。このコラムでは CIR のエドが日々
感じる異文化体験や母国イギリスの文化などを紹介します。


